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税　

目

税　

収

所　

得　

税

17
・
６ 

兆
円

消　

費　

税

17
・
2 

兆
円

法　

人　

税

10
・
３ 

兆
円

施
設
・
サ
ー
ビ
ス

年　

齢

無
償
化
の
範
囲

幼
稚
園
、
保
育
所
、

認
定
保
育
園
な
ど
３
～
５
歳
全
世
帯
を
無
償

※
対
象
外
の
幼
稚
園
は

　
月
額
２
５
，７
０
０
円
ま
で

０
～
２
歳
低
所
得
者（
住
民
税
非
課
税

世
帯
）の
み
無
償

認
可
外
保
育
所

な
ど

３
～
５
歳
月
額
３
７
，０
０
０
円
ま
で

無
償

０
～
２
歳
月
額
４
２
，０
０
０
円
ま
で

無
償

幼
稚
園
の

預
か
り
保
育

３
～
５
歳
月
額
１
１
，３
０
０
円
ま
で

無
償

内　
訳

金　
額

内　
訳

金　
額

医
療
・
介
護

１
・
５
兆
円

年　
金

０
・
６
兆
円

子
育
て

０
・
７
兆
円

内　
　
　
訳

金　
額

後
代
へ
の
負
担
の
つ
け
回
し
の
軽
減

２
・
８
兆
円

少
子
化
対
策
（
人
づ
く
り
革
命
）

１
・
７
兆
円

社
会
保
障
の
充
実

１
・
１
兆
円

使
い
道
の
一
部
を
変
更

現
在
で
は
、
増
税
分
の
使
い
道
は
、
左
記
の
よ
う
に
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
。

負
担
の
つ
け
回
し

軽
減

約
４
兆
円

社
会
保
障
の
充
実
等

約
１
・
６
兆
円

負
担
の
つ
け
回
し

軽
減

約
２
・
８
兆
円

少
子
化
対
策

（
人
づ
く
り
革
命
）

約
１
・
７
兆
円

社
会
保
障
の
充
実
等

約
１
・
１
兆
円

基礎年金国庫負担割合1/2
社会保障の充実
消費税率引上げに伴う社会保障４経費の増
後代への負担のつけ回しの軽減

（注）満年度の係数は、軽減税率制度による減収分についての財源確保分を含みます。

安定的な制度を
構築するため、
将来世代につけ回す
借金を軽減します。

子ども・子育て支援、
医療・介護、
公的年金制度を
充実させます。

基礎年金を
安定的に給付する
ために使います。

26年度

5兆円
1.3兆円

2.95兆円

29年度

8.2兆円

3.3兆円

1.35兆円

3.1兆円

0.37
兆円

0.2
兆円
0.5
兆円

32年度（消費税10％時）

14兆円

7.3兆円

0.8兆円

2.8兆円

3.2兆円

（
出
典
：
消
費
税
・
軽
減
税
率
情
報
ｃ
ａ
ｆ
ｅ
）

　

令
和
元
年
10
月
、
消
費
税
が
10
％
に
増
税
さ
れ
、

国
民
の
負
担
が
重
く
な
り
ま
す
。「
消
費
税
増
税
は
本

当
に
必
要
な
の
？
」「
い
っ
た
い
何
に
使
う
つ
も
り
な

の
？
」と
疑
問
に
思
っ
て
い
る
方
も
多
い
こ
と
で
し
ょ

う
。
国
会
中
継
等
で
、
よ
く
耳
に
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド

が
、「
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
」。「
社
会
保
障
と
税

の
一
体
改
革
」と
は
、
安
定
財
源
を
確
保
す
る
こ
と
で
、

社
会
保
障
の
充
実
・
安
定
化
と
、
将
来
世
代
へ
の
負

担
の
先
送
り
の
軽
減
を
同
時
に
実
現
す
る
こ
と
を
目

指
し
た
も
の
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
現
在
の
高
齢
者
３
経
費
（
基
礎
年

金
・
老
人
医
療
・
介
護
）と
呼
ば
れ
る
高
齢
者
メ
イ
ン

の
社
会
保
障
か
ら
、
社
会
保
障
４
経
費（
年
金
、
医
療
、

介
護
、
子
育
て
）と
い
う
、
高
齢
者
だ
け
で
な
く
子
供
、

孫
の
世
代
ま
で
の
サ
ポ
ー
ト
の
充
実
さ
せ
る
こ
と
が

目
的
で
す
。
こ
れ
を
政
府
は
「
全
世
代
型
対
応
」
の
社

会
保
障
改
革
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

■
当
初
の
増
税
分
の
使
い
道
の
内
訳

　

消
費
税
増
税
に
よ
る
増
収
分
を
活
用
し
て
、
基
礎

年
金
国
庫
負
担
割
合
2
分
の
1
の
恒
久
化
や
、
将
来

世
代
へ
の
負
担
の
先
送
り
の
軽
減
を
図
る
と
と
も
に
、

社
会
保
障
制
度
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
組
は
、
社
会
保
障
制
度
の
持
続
可
能

性
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。（
図
１
）

　

後
代
へ
の
負
担
の
つ
け
回
し
の
軽
減
と
は
、
従
来

は
国
債
発
行
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
き
た
社
会
保
障
政

策
の
財
源
を
消
費
税
増
税
に
よ
っ
て
確
保
し
よ
う
と

い
う
も
の
で
す
。
予
算
の
内
訳
を
見
て
み
る
と
、
増

税
分
の
5
分
の
1
が
社
会
保
障
の
充
実
に
、
5
分
の

4
を
財
政
再
建
、
財
政
の
安
定
化
に
充
て
る
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
社
会
保
障
４
経
費
に
充
て
ら
れ
る
財

源
２
・
８
兆
円
の
内
訳
は
次
の
通
り
で
し
た
。

　

元
々
消
費
税
の
増
税
分
の
う
ち
約
4
兆
円
は
、「
後

代
へ
の
負
担
の
つ
け
回
し
の
軽
減
」と
し
て
財
政
赤
字

の
削
減
に
充
て
ら
れ
る
予
定
で
し
た
。
し
か
し
、そ
の

4
兆
円
の
う
ち
１
・
７
兆
円
を「
人
づ
く
り
革
命
」と
呼

ば
れ
る
教
育
無
償
化
等
の
少
子
化
対
策
に
充
当
す
る

と
方
針
を
変
更
。
財
政
赤
字
の
削
減
に
充
て
る
予
算

が
減
っ
た
こ
と
で
国
債
発
行
が
増
え
、
財
政
赤
字
が

膨
ら
む
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

変
更
前
の
グ
ラ
フ
と
変
更
後
の
グ
ラ
フ
は
以
下
の

通
り
と
な
り
ま
す
。

 

■
人
づ
く
り
革
命
１
・
７
兆
円
の
内
容

　

人
づ
く
り
革
命
と
は
、
具
体
的
に
は
次
の
よ
う
な
、

主
に
教
育
を
中
心
と
し
た
政
策
の
総
称
で
す
。

　
●
　
幼
児
教
育
の
無
償
化

　
●
　
待
機
児
童
の
解
消

　
●
　
高
等
教
育
の
無
償
化

　
●
　
私
立
高
校
の
授
業
料
実
質
無
料
化

　
●
　
保
育
士
・
介
護
人
材
の
処
遇
改
善

　
●
　
大
学
改
革

　
●
　
リ
カ
レ
ン
ト
教
育

　
●
　
高
齢
者
雇
用
促
進

　

幼
児
教
育
の
無
償
化
は
認
可
保
育
所
や
幼
稚
園
に

通
う
3
歳
～
5
歳
児
と
、
低
所
得
者（
住
民
税
非
課
税

世
帯
）の
0
～
2
歳
児
の
保
育
料
が
対
象
で
、
原
則
無

料
に
な
り
ま
す
。

　

加
え
て
ベ
ビ
ー
ホ
テ
ル
や
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
な
ど

認
可
外
の
施
設
も
一
定
条
件
を
ク
リ
ア
す
れ
ば
月
額

最
大
３
・
７
万
円
の
補
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
施
策
で
す
。

　

ま
た
、
高
等
教
育
の
無
償
化
で
は
低
所
得
者
を
対

象
に
、
大
学
や
専
門
学
校
の
学
費
や
入
学
金
の
免
除

な
ど
の
政
策
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。
幼
児
教
育
の

無
償
化
は
令
和
元
年
10
月
か
ら
、
高
等
教
育
の
無
償

化
は
令
和
2
年
4
月
か
ら
と
具
体
的
な
時
期
が
決
め

ら
れ
て
い
ま
す
が
、そ
の
他
の
施
策
で
は
ま
だ
具
体
的

な
案
が
決
ま
っ
て
い
な
い
部
分
も
あ
り
、
今
後
引
き

続
き
注
目
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

■
な
ぜ
消
費
税
増
税
な
の
か
？

　

日
本
の
３
大
税
収
は
大
き
い
順
に
、
所
得
税
・
消

費
税
・
法
人
税
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
般
消
費
者
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
個
人
に
ば
か

り
負
担
を
強
い
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。「
な
ぜ
消

費
税
ば
か
り
増
税
す
る
ん
だ
！
」「
法
人
税
の
増
税
じ

ゃ
だ
め
な
の
か
？
」
と
疑
問
を
持
つ
の
は
当
然
で
す
。

し
か
し
、
消
費
税
の
増
税
に
は
、
次
の
よ
う
な
理
由

が
あ
り
ま
す
。

　
●
　
景
気
や
人
口
構
成
の
変
化
に
左
右
さ
れ
に
く
く
、

税
収
が
安
定
し
て
い
る

　
●
　
働
く
世
代
な
ど
の
特
定
の
人
に
負
担
が
集
中
す

る
こ
と
な
く
、
経
済
活
動
に
中
立
的

　
●
　
高
い
財
源
調
達
力
が
あ
る

　

ま
ず
、
所
得
税
や
法
人
税
は
不
景
気
の
時
に
税
収

が
減
少
す
る
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。
安
定
的

な
税
収
確
保
と
い
う
観
点
で
は
消
費
税
が
最
適
で
あ

る
と
い
う
理
由
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
言
え
ば
、
所
得
税
や
法
人
税
は
現
役
世
代

に
負
担
を
強
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
現
役
世
代
は

社
会
保
険
料
の
負
担
が
高
ま
っ
て
い
る
の
に
加
え
て

ダ
ブ
ル
パ
ン
チ
と
な
り
、
公
平
性
に
欠
け
る
と
い
う

問
題
が
生
じ
ま
す
。
消
費
税
で
あ
れ
ば
高
齢
者
も
含

め
た
国
民
全
体
で
広
く
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
、
公

平
性
が
確
保
で
き
る
の
で
す
。

特
集
：
税
を
考
え
る
週
間

消
費
税
増
税
の
使
い
道
を
わ
か
り
や
す
く
解
説

消費税率引上げによる増収分は全額社会保障へ（図１）
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■
増
税
に
伴
う
影
響
を
緩
和

　

消
費
税
増
税
に
よ
る
影
響
を
考
慮
し
、
軽
減
税
率
以

外
に
も
次
の
よ
う
な
緩
和
策
が
決
定
ま
た
は
検
討
さ
れ

て
い
ま
す
。
景
気
や
低
所
得
者
の
た
め
の
対
策
が
主
に

な
っ
て
い
る
の
が
分
か
り
ま
す
。

　
●
　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
に
よ
る
ポ
イ
ン
ト
還
元
制
度

　
●
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
ポ
イ
ン
ト
加
算

　
●
　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
発
行

　
●
　
住
宅
ロ
ー
ン
減
税
の
拡
充

　
●
　
自
動
車
購
入
時
の
税
金
を
減
税

　
●
　
税
抜
価
格
表
示
の
延
長

■
増
税
後
の
課
題

①
景
気
の
落
ち
込
み
対
策
に
よ
る
税
収
減

　

前
回
、
消
費
税
率
5
％
か
ら
8
％
へ
の
増
税
時
が
そ

う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
消
費
税
増
税
後
は
消
費
の
落
ち

込
み
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
そ
う
し
た
反
動
の
軽
減
策
と

し
て
、
軽
減
税
率
の
導
入
、キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
に
よ
る
ポ

イ
ン
ト
還
元
、
自
動
車
税
や
住
宅
ロ
ー
ン
減
税
な
ど
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、そ
の
よ
う
な
対
策
を
取
れ
ば
そ
の
分
だ
け
税

収
が
減
る
こ
と
と
な
り
、
新
た
な
財
源
確
保
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
法
人
会
で
は
金
融
緩
和
と
積
極
財
政
の
み

で
は
不
十
分
で
あ
り
、
当
を
得
た
税
制
の
構
築
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

②
消
費
増
税
だ
け
で
は
足
り
ず
、
更
な
る
増
税
が
見
込

ま
れ
る

　

今
回
の
消
費
税
増
税
の
最
大
の
理
由
は
社
会
保
障
の

充
実
で
す
。
し
か
し
、
社
会
保
障
制
度
改
革
に
充
て
ら

れ
る
の
は
、
増
収
額
14
兆
円
の
う
ち
２
・
８
兆
円
だ
け
で

す
。
増
税
分
の
大
半
は
国
債
発
行
分
の
補
填
に
充
て
ら

れ
、そ
れ
で
も
ま
だ
足
り
て
い
ま
せ
ん
。
消
費
税
増
税
を

し
て
も
す
べ
て
の
問
題
が
解
決
で
き
る
わ
け
で
は
な
く
、

将
来
的
に
も
引
き
続
き
増
税
な
ど
の
議
論
が
続
く
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
法
人
会
は
国
民
の
信
任
に

足
り
う
る
だ
け
の
徹
底
し
た
歳
出
削
減
と
抑
制
を
強
く

求
め
て
い
る
の
で
す
。

③「
社
会
保
障
４
経
費
」は
本
当
に
全
世
代
型
か
？

　

消
費
税
増
税
に
よ
っ
て
新
た
に
社
会
保
障
４
経
費（
年

金
、
医
療
、
介
護
、
子
育
て
）の
充
実
が
図
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
政
府
は
こ
れ
を
「
全
世
代
型
対
応
」
と

謳
っ
て
い
ま
す
が
、
本
当
に
そ
う
で
し
ょ
う
か
？
実
際

の
と
こ
ろ
は
、
幼
児
教
育
や
大
学
の
無
償
化
の
恩
恵
を

受
け
ら
れ
る
子
育
て
世
帯
と
、
高
齢
者
が
メ
イ
ン
の
施

策
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
現
役
世
代
や
独
身
者
、
子

供
が
い
な
い
世
帯
に
と
っ
て
は
恩
恵
が
少
な
く
、
負
担

だ
け
が
増
大
す
る
と
感
じ
る
人
も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

政
府
は
よ
う
や
く
、
9
月
に「
全
世
代
型
社
会
保
障
検
討

会
議
」を
立
ち
上
げ
、
問
題
解
決
に
取
り
組
む
姿
勢
を
見

せ
て
お
り
ま
す
。
こ
こ
で
も
法
人
会
が
主
張
す
る
財
政

健
全
化
の
政
策
が
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
陳
情
し
て
お

り
ま
す
。

■
ま
と
め

　

今
般
は
消
費
税
増
税
の
使
い
道
に
つ
い
て
特
集
い
た

し
ま
し
た
。
少
子
高
齢
化
や
日
本
の
財
政
状
態
の
悪
化

の
状
況
を
考
え
る
と
今
回
の
消
費
税
増
税
だ
け
で
は
全

く
問
題
は
解
決
出
来
ず
、
経
済
成
長
の
促
進
に
よ
る
増

収
措
置
と
併
せ
て
歳
出
抑
制
に
向
け
た
明
確
な
コ
ミ
ッ

ト
メ
ン
ト
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
解
っ
て
頂
け

た
と
思
い
ま
す
。
国
民
一
人
ひ
と
り
が
国
の
現
状
と
税

の
使
い
道
に
関
心
を
持
ち
、
知
る
こ
と
で
適
切
な
増
税

か
ど
う
か
を
考
え
、
議
論
し
て
い
く
こ
と
が
非
常
に
重

要
で
す (

税
を
考
え
る
週
間
11
／
11
～
11
／
17 ) 

。
こ
れ

か
ら
も
法
人
会
は
地
域
経
済
と
雇
用
の
担
い
手
で
あ
る

中
小
企
業
の
立
場
か
ら
社
会
保
障
制
度
の
確
立
と
財
政

健
全
化
に
つ
い
て
、
皆
さ
ま
の
声
を
税
制
改
正
要
望
に

纏
め
、
継
続
し
て
強
く
訴
え
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

行
政
改
革
を
徹
底
す
る
に
当
た
っ
て
は「
ま
ず
隗
よ
り
始

め
よ
」の
精
神
に
基
づ
き
自
ら
身
を
削
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
残
念
な
が
ら
国
民
の
信
頼

を
裏
切
る
よ
う
な
事
態
に
陥
っ
て
い
る
た
め
、
法
人
会

は
皆
さ
ま
の
声
の
実
現
に
向
け
た
オ
ピ
ニ
オ
ン
活
動
を

全
国
で
展
開
し
て
参
り
ま
す
。

栗原法人会のホームページでは、各種講習
会・研修会・オンデマンドセミナー・税に
関する情報等がご覧頂けます！
詳しくはWEBで！

検索栗原法人会
URL：https://kuri-ho.com

　

こ
の
た
び
の
人
事
異
動
で
築
館
税

務
署
長
を
拝
命
し
ま
し
た
名
取
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

前
任
地
は
、
東
京
国
税
局
総
務
課

の
税
務
相
談
室
で
す
。
出
身
は
仙
台

市
で
す
が
、
東
京
で
の
勤
務
ば
か
り

で
し
た
の
で
、
四
〇
年
振
り
に
故
郷

に
帰
っ
て
き
た
感
じ
が
し
て
い
ま
す
。

　

前
任
の
村
上
署
長
と
同
様
、
築
館

署
の
勤
務
は
初
め
て
で
す
の
で
ご
指

導
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

さ
て
、
公
益
社
団
法
人
栗
原
法
人

会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
上
田
会
長

を
は
じ
め
会
員
の
皆
様
に
、
日
頃
か

ら
、
税
務
行
政
全
般
に
わ
た
り
ま
し

て
、
深
い
ご
理
解
と
多
大
な
ご
協
力

を
賜
っ
て
お
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
は
設
立
七
十
周
年
と

お
伺
い
い
た
し
ま
し
た
。
節
目
の
年

を
迎
え
ら
れ
る
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
、

心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
更
な
る
ご
発
展
を
ご
期
待
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

　

栗
原
法
人
会
で
は
、
各
種
講
習
会

や
税
務
研
修
会
及
び
租
税
教
室
の
開

催
を
は
じ
め
「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き

コ
ン
ク
ー
ル
」の
募
集
な
ど
に
も
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る

ほ
か
、
一
昨
年
よ
り
開
催
し
て
い
る
、

栗
原
法
人
会
独
自
の「
高
校
生
の
『
税
』

の
写
真
展
」
は
、
今
後
の
栗
原
地
域
の

次
世
代
を
担
い
、
将
来
の
納
税
者
と

な
る
児
童
・
生
徒
へ
の
租
税
教
育
に

大
き
く
寄
与
す
る
も
の
で
あ
り
、
大

変
心
強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

ご
承
知
の
と
お
り
、
十
月
か
ら
軽

減
税
率
制
度
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

制
度
の
円
滑
な
実
施
に
向
け
、
事
業

者
の
皆
様
に
制
度
を
十
分
理
解
し
て

い
た
だ
く
よ
う
、
取
り
組
ん
で
参
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、
そ
れ
に

は
、
研
修
会
や
意
見
交
換
会
等
の
機

会
を
設
け
て
い
た
だ
く
な
ど
栗
原
法

人
会
の
ご
支
援
・
ご
協
力
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
。

　

上
田
会
長
を
は
じ
め
会
員
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
、

税
務
行
政
に
対
す
る
ご
協
力
を
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
、
重
ね
て
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
栗
原
法
人

会
の
益
々
の
ご
発
展
と
会
員
企
業
の

ご
繁
栄
、
さ
ら
に
は
、
役
員
・
従
業
員

の
皆
様
の
ご
健
勝
を
ご
祈
念
い
た
し

ま
し
て
、
着
任
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

着
任
の
ご
挨
拶

築館税務署長

名取  和彦
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９/21
Sat

市民健康パークゴルフ大会
場　所：栗原市一迫「小田ダム湖畔パークゴルフ場」
参加者数：103 名（内一般 98 名）

（男子）優　勝　三塚　一久（一迫）
　　　準優勝　鎌田　和夫（瀬峰）　３位　佐藤　一男（瀬峰）
　　　４位　　佐藤　　茂（一迫）　５位　佐藤　和夫（栗駒）
（女子）優　勝　高橋　和子（築館）
　　　準優勝　佐藤まさ子（築館）　３位　鈴木　雄子（栗駒）
　　　４位　　小野寺ゆり子（築館）　５位　高橋よし子（一迫）
今年も快晴の中、多くの市民の方に参加して頂きました。

10/６
Sun

第４回くりはら大運動会
場　所：栗原市築館「栗原市立築館中学校体育館」
参加者数：119 名（内一般 61 名）
優　勝チーム　ア　サ　リ　
準優勝チーム　TEAM川北
３　位　　　　菅　原　会

今回で第４回目を迎え
る「くりはら大運動会」に
は18チームが参加。競技
内容は恒例の税金クイズの
初級編～上級編を始め、新
競技の縄跳びなど11競技。
工夫を凝らした競技に苦戦
しながらも会場内は参加者
の笑顔が溢れました。結果
は上記の通りです。

税務研修会ならびに地区懇談会
演　題：「消費税の誕生と今回の改正ポイント」
講　師：築館税務署 署長　名取　和彦 氏

　法人会おなじみの
税務研修会並びに地
区懇談会が今年も２
地区で開催されまし
た。７月に着任され
た築館税務署長の名
取和彦署長をお迎え
して講話をいただき
ました。

８/28
Wed

震災復興応援研修会 in気仙沼
場　所：気仙沼市「(株) 八葉水産等」
参加者数：２５名（内一般２名）

　視察先の(株)八葉水産は東日本大震災の津波被害により、全工
場が壊滅的な被害を受けましたが社員全員の思いと全国のお客様
からの励ましのお言葉で、いち早く工場を再開することが出来た
そうです。工場内は最新鋭の設備で、日本一の塩辛を製造してお
りました。工場視察後は気仙沼大橋を歩いて渡り、市内の観光物
産館で美味しい地元の特産品をたくさん購入して、復興に貢献し
て参りました。

８/９
Fri

人事・労務担当者基礎・実務知識講座
場　所：栗原市築館「市民活動支援センター」
講　師：(株)人事サポートプラスワン

代表取締役　松本　健吾 氏
参加者数：１２名

　今回の講座では、これからの時代の「人事担当者の役割」と「労務
における採用・選考と労働契
約」・「就業規則の基礎知識」
などについて分かりやすく解
説して頂きました。講座終了
後も質問に対応して頂き、基
本的な考え方と改正された法
対応について詳しくご説明を
頂きました。

10/３
Thu

ビジネス雑談力講座
場　所：栗原市築館「市民活動支援センター」
講　師：(株)セールスリンク

代表取締役　佐藤なな子 氏
参加者数：１２名

　今回の講座では、ビジネスで交わされる会話を通じて、いかに
相手との良好な関係を築ける
か、実際に初対面の人に悩み
相談したり、解消法について
ディスカッションしながら雑
談力を磨き、コミュニケーシ
ョンスキルを上げることで信
頼関係を築けることの大切さ
を学びました。

場　所：栗原市若柳「千鳥」
参加者数：22名（内一般２名）

場　所：栗原市築館「仙台綜合会館」
参加者数：40名（内一般２名）

10/17
Thu

10/23
Wed
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若
柳
地
区
は
、
川
を
起
点
に
発
展
し
た
古
く
か

ら
の
宿
場
町
で
、
弊
社
の
原
点
は「
阿
部
楼
」と

い
う
名
で
、
水
運
の
労
働
者
を
相
手
に
遊
郭
を

営
み
、
遊
女
と
い
わ
れ
る
女
性
労
働
者
に
支
え
ら

れ
な
が
ら
、
宿
泊
飲
食
事
業
を
行
っ
て
お
り
ま
し

た
。
戦
後
、
祖
父
の
代
で
旅
館
業「
阿
部
旅
館
」に

転
換
し
、
私
で
７
代
目
に
な
り
ま
す
。
阿
部
旅
館

は
小
さ
な
宿(

９
室)

で
す
が
現
在
も
運
営
し
て
お
り
、

２
０
０
２
年
に
28
室
の
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
開
業
を

機
に
法
人
化
。
現
在
は
従
業
員
17
名
で
宿
泊
事
業

を
営
み
、お
か
げ
さ
ま
で
間
も
な
く
18
期
に
入
り
ま

す
。
利
用
者
の
多
く
は
、く
り
こ
ま
高
原
駅
を
起
点

に
平
日
は
仕
事
関
係
、
週
末
は
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の

団
体
宿
泊
が
多
く
な
り
ま
す
。
そ
の
他
冠
婚
葬
祭

や
長
期
滞
在
型
で
の
ご
宿
泊
も
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
マ
ガ
ン
が
飛
来
す
る
11
月
か
ら
は
伊
豆

沼
で
の
野
鳥
の
ね
ぐ
ら
入
り
や
飛
び
立
ち
を
観
察

に
い
ら
っ
し
ゃ
る
お
客
様
に
も
観
光
の
拠
点
と
し

て
ご
利
用
頂
い
て
お
り
ま
す
。
昨
年
は
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
、
グ
ラ
ン
ド
ホ
ッ
ケ
ー
・
カ
ナ
ダ

ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
の
合
宿
の
受
け
入
れ
を
お
こ

な
い
、
地
域
と
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
繋
ぐ
こ
と

が
で
き
た
の
は
、
私
共
に
と
っ
て
非
常
に
よ
い
経

験
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
地
域
の
交
通
の
利
便
性

と
温
暖
な
気
候
、そ
し
て
何
よ
り
住
民
の
温
か
い
人

柄
に
限
り
な
い
ビ
ジ
ネ
ス
の
可
能
性
を
確
信
し
て

お
り
ま
す
。
弊
社
は
、
現
在
も
多
く
の
女
性
ス
タ

ッ
フ
の「
笑
顔
」と「
お･

も･

て･

な･

し
」で
成
り
立
っ

て
い
ま
す
。
今
後
も
女
性
が
働
き
や
す
い
職
場
環

境
づ
く
り
に
努
め
、
お
客
さ
ま
か
ら
の「
あ
り
が
と

う
」が
飛
び
交
う
ホ
テ
ル
経
営
を
目
指
し
て
い
き
た

い
で
す
。

　

さ
ら
に
、
地
域
の
担
い
手
の
一
人
と
し
て
、
宿

と
い
う
役
割
を
最
大
限
に
発
揮
し
、
商
業
、
農
業
、

観
光
が
連
携
し
て
地
域
が
潤
う
施
策(

※
当
館
の
一

角
を
地
域
で
活
用
し
て
頂
く
案)

を
模
索
中
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
日
ま
で
経
営
を
続
け

て
こ
ら
れ
た
の
は
、
地
域
の
皆
さ
ま
が
支
え
て
く

れ
た
か
ら
こ
そ
と
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
今

後
も
地
域
と
密
着
し
た
ホ
テ
ル
経
営
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
声
掛
け
・
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

代
表
取
締
役　

阿
部　

功

栗原法人会の活動レポート　令和元年8月から10月

 企業リレー［　　　　　］毎号表紙を飾っていただくの
は各企業の社員さんです。
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